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プラズマ・核融合学会誌編集委員会

編集委員を務めて1年半が経ち，
ついに編集後記執筆の番が回って

きました．普段は論文や申請書などのフォーマルな文章
を書いているため，「なんでも書いて良い」と言われると，
逆に何を書いたらよいのか迷ってしまい，筆が進みません．
そこで，意を決して，私が長年連れ添っている（妻とは
別の）パートナーについてお話しようと思います．それは，
三菱鉛筆のユニボールシグノ0.38mmブルーブラックです．
理論屋の方々はおそらく共感していただけると思いま
すが，私たちは日々大量の手書き計算を行いますので，
使いやすいペンを探すことは，研究効率向上において非
常に重要な課題です．私の場合，高校受験の時から一貫
してユニボールシグノを使い続けています．スムーズな
インクの流れと，わずかな余白にもぴったり書ける細い
ペン先が，まさに最高です．
大学院生時代，後輩に万年筆を勧められて一度浮気し
たこともありましたが，基本的にはシグノへの愛を貫い
ています．ニューヨーク大学に留学していた際，手持ち
のシグノを使い切ってしまい，マンハッタンの紀伊国屋

で通常の 5 倍近い値段を出して購入したことや，オック
スフォード大学でのポスドク時代に，一時帰国するたび
に大量のシグノを買い込んで持ち帰ったことが懐かしい
思い出です．
外国人の共同研究者と議論している時に，シグノを貸
して「なんだこれ，使いやすい！」と言わせるのも楽し
みでした．役所に提出する文書にブルーブラックで書くと，
途中まで黒で書いている妻からは「やめてくれ」と言わ
れますが，「公的文書は青字でも OK」と言い返して，使
い続けています．
ところが，最近私のシグノ一筋の心を揺るがすものが
現れました．それは，E-inkタブレットです．これは実に
良いですね．紙に書くと，その後のスキャンや LaTeX化
が面倒ですが，クラウドサービスで同期すれば，リアル
タイムに PCでスクロールしながら昔のページも簡単に見
ることができ，非常に便利です．最近では，「シグノちゃん，
ごめん」と心の中で謝りながら，E-inkタブレットを使い
続けています．� （川面洋平）




